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第 51 回中央社保学校 from 大阪に 430 人が参加。 
８月 31 日～9 月 1 日完全オンラインで開催された第 51 回中央社保学校は 2 日間の講座を無事に終え

閉会しました。 

実行委員会を代表して大阪社保協・寺内事務局長が総評も含め閉会挨拶をしましたので紹介します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二日間の中身の濃い中央社保学校にご参加いただきありがとうございました。 

参加者は、オンライン及び集団視聴を含めて、実参加者数は 430 名でした。 

今回の学校のテーマは、震災復興、政治、若者の 3 つでした。 

二日間を通して素晴らしい講師陣をお招きすることができ、そして、どこにもない内容・企画になったので

はないかと思います。 

各講師の皆様にはあつくお礼申し上げたいと思います。 

今回、実行委員会が特にこだわったのは、近畿・関西におられる方たちにご講演をお願いしたということ

です。 

第一講座は災害復興について深く学ぶことが出来ました。 

何よりも田中正人先生が阪神淡路大震災の真っただ中におられてその後も人生をかけて災害復興につ

いて研究し実践をされてることとに感動しました。 

印象的だったのは「復興の主体はだれか?誰のための政策か?」を常にテーマとしておられること、そして

「国土強靭化計画」ゃ「コンパクトシティ構想」は都市でないといけないという都市の論理であり、都市は地方

がなければ成り立たないということを理解していないと指摘されていたことです。 

第 2 講座のパネルディスカッションでは、包摂の論理、ケア民主主義が新自由主義に対峙していくことな

のだということ、そのための政策化と政策を浸透させる戦術、そのための対話の重要性が強調されました。 

まずは自分の家庭、職場、所属する団体がケアする人をケアし、違う意見を持つ人と対話できているのか

を見直す必要があるとの提起がされました。 

昨日の田中先生の後半のお話にあった自分たちでわが町と自分たちのいのちを守ろうとしている地域の

みなさんの取り組み、まさに違う意見も取り入れながら計画を練り上げていくことこそが対話だとあの話し合い

の写真が思い浮かびました。 

そして第 3 講座の若い方たちの語り合いはとても新鮮でした。 

神戸大学の学生さんが「阪神淡路大震災の語り部を私たち学生がしていいのか」という思いを語られてい

ましたが、私自身が大学時代京都でセツルメント活動をしているときに週に一回学生がここにきて意味があ

るのかとずっと考えていたことを思い出しました。 

でも今、若い方に伝えたいのは、学生さんが来てくれるそのことが、皆さん方の存在そのものが希望で、そ



して宝物のような存在なのだということです。被災地のみなさんもそう思っておられると思います。 

三つの講座を通して、今回のみなさんのお話は学べたというより、心が震えた、心に響くものが多かったの

ではないでしょうか。 

少なくとも私はそうでした。 

ほんとうに近畿の仲間たちといっしょに今回の社保学校を企画してよかったなと思っています。 

来年の中央社保学校は秋に九州・佐賀県での開催です。 

ぜひ、九州にこだわり、佐賀にこだわって企画していただきたいと思います。 

最後になりますが、全国のみなさん、ひとりひとりが力をつけていきましょう。 

そして、たくさんの仲間たちと語り合い対話し、様々の行動をしていきましょう。 

私たちはみんなつながっています。 

各地で自治体に働きかけ、国を変えていきましょう。主人公は当事者であり、住民であり、この国に暮らし

生きている私たちです。 

来年また、佐賀でお会いいたしましょう。二日間、本当にありがとうございました。 

 

8 月 27 日北河内ブロックキャラバン事前学習会に各地

から 24 人参加～前半は北河内の介護保険の問題点と

運動の方向性を学習。 

★北河内の介護保険は“最悪” 

８月 27 日守口エナジーホール（守口文化会館）で開催された北河内ブロックキャラバン事前学習会の前

半は「“最悪”の介護保険・北河内の状況を変えよう」と銘打ち、大阪社保協介護保険対策委員長の日下部

さんを講師に学習会を行いました。日下部さんは冒頭「あえていいますが、北河内の介護保険は“最悪”で

す」と言い、その現状と問題点について指摘し、運動課題を提案しました。概要を報告します。 

★大阪市・守口市・門真市が全国ワースト 3 

全国ワースト３を大阪市・守口市・門真市で占めたこと。さらに守口市・門真市・四条畷市はくすのき広域

連合解散でいきなりこの保険料となったのはなぜなのでしょうか。   

介護保険料がなぜ高いかという理由について、大阪市は「高齢単身世帯率が４５％であり、認定率が２

７％を超え、その結果在宅サービスの給付が増えたため」と説明しています。事実、大阪市の場合高齢者世

帯に占める単身世帯の割合が 45%と全国平均 29.6%に比べ１．５倍高くなっています（2000 年国勢調査）。 

そして大阪市の単身世帯は認定率が 38.6％と高く、その他世帯の認定率 18.4%の 2.１倍の認定率となって

います。さらに単身世帯の割合が高いことにより、大阪市の認定率 27.4％は全国平均 19.4%に比べ１．４倍と

なっています（2023 年 12 月介護保険事業状況報告） 。しかし、利用者 1 人当たりの「給付費」では、大阪

市は要介護 5 以外は全国平均以下です。  

 



 

 

それでは守口市・門真市の介護保険料の高さの原因はなんでしょうか。残念ながら両市の第 9 期介護保

険事業計画にその原因がかかれていません。しかし、守口市・門真市は大阪市と一定の共通性と相関性が

あります。 高齢単独世帯率を見ると守口市・門真市とも 40%近いことがわかります。 

 



 

 大阪府内市町村 第 9 期介護保険料基準月額（高い順） 

市町村 第８期保

険料 

第９期保険料 伸び率 要介護認定率 

（24年 5月暫定値） 

高齢単独世帯率 

（20年国勢調査） 

大阪市 8,094 9,249 14.3% 27.6% 45.0% 

守口市 6,748 8,970 32.9% 23.8% 38.7% 

門真市 6,748 8,749 29.7% 23.0% 39.5% 

松原市 6,550 7,900 20.6% 24.0% 33.4% 

堺市 6,790 7,417 9.2% 25.7% 34.1% 

四條畷市 6,748 7,159 6.1% 19.8% 30.1% 

東大阪市 7,029 7,093 0.9% 25.5% 35.6% 

八尾市 6,556 7,089 8.1% 25.4% 34.2% 

豊中市 6,367 6,998 9.9% 24.0% 36.7% 

泉佐野市 6,650 6,990 5.1% 23.8% 31.2% 

富田林市 6,730 6,927 2.9% 22.3% 30.2% 

泉大津市 5,876 6,751 14.9% 20.5% 34.7% 

田尻町 6,750 6,750 0.0% 25.4% 32.2% 

岸和田市 6,375 6,733 5.6% 23.1% 31.2% 

寝屋川市 6,390 6,690 4.7% 20.1% 33.1% 

柏原市 6,102 6,587 7.9% 21.0% 30.4% 

和泉市 6,159 6,543 6.2% 20.1% 27.8% 

羽曳野市 6,123 6,496 6.1% 21.3% 29.9% 

摂津市 6,280 6,490 3.3% 20.3% 33.2% 

茨木市 5,990 6,480 8.2% 19.2% 30.2% 

貝塚市 6,169 6,477 5.0% 23.6% 30.6% 

藤井寺市 6,000 6,400 6.7% 21.9% 34.2% 

忠岡町 6,410 6,397 -0.2% 20.7% 31.4% 

太子町 6,480 6,380 -1.5% 18.3% 23.8% 

大東市 6,420 6,352 -1.1% 19.4% 31.8% 

島本町 5,900 6,350 7.6% 19.4% 30.2% 

大阪狭山市 6,190 6,340 2.4% 21.5% 31.0% 

熊取町 6,321 6,321 0.0% 19.5% 23.1% 

池田市 5,960 6,300 5.7% 21.0% 32.5% 

阪南市 6,200 6,300 1.6% 22.0% 27.7% 

吹田市 5,980 6,280 5.0% 20.9% 34.0% 

枚方市 5,902 6,276 6.3% 19.6% 28.6% 

泉南市 6,250 6,250 0.0% 21.6% 27.6% 

岬町 6,000 6,250 4.2% 26.7% 32.2% 

高石市 6,137 6,137 0.0% 23.5% 32.4% 

能勢町 5,938 6,136 3.3% 17.3% 21.6% 

河南町 6,070 6,120 0.8% 20.8% 21.1% 

高槻市 5,600 6,100 8.9% 20.4% 30.0% 

河内長野市 5,840 5,980 2.4% 21.1% 26.9% 

箕面市 5,400 5,970 10.6% 18.6% 29.3% 

豊能町 5,550 5,550 0.0% 18.3% 19.0% 

交野市 5,360 5,350 -0.2% 19.7% 26.3% 

千早赤阪村 4,390 4,666 6.3% 17.5% 21.2% 

 



★四条畷市は給付費過大見積りで便乗値上げか 

また四条畷市の 7159 円も大阪府内でみると高額保険料ですが、高齢単独世帯率も認定率もそれほど高

くありません。第 8 期の給付額は 3 年間で 1 年目の 2021 年度の 106.4%の伸びですが、解散後の第 9 期一

年目の 2024 年度は第 8 期の 106.3%で 100 とし四条畷市は 3 年間で 107%の伸びとしているため、これはか

なりの過大見積りではないかと考えられます。 

 

 

守口市 門真市 四條畷市 事業計画の標準給付費見込額 

 

くすのき広域連合標準給付費見込（第 8期計画） 

年度 2021 2022 2023 

標準給付費見込 31,093,586,592 32,028,855,894 33,095,283,676 

初年度に対する率 100 103.0% 106.4% 

 

 

3 市第 9 期計画の 2024年度標準給付費見込額 

 2024年度標準給付費見込額 くすのき広域連合 2023年度標準給付費見込額 

守口市 16,888,054,166  

門真市 13,347,213,000  

四條畷市 4,935,510,326 

3 市合計 35,170,777,492 33,095,283,676 

2023年度に

対する率 

106.3% 100 

 

 

3 市の標準給付費見込（第９期計画） 

  2024年度 2025年度 2026年  

守口市 16,888,054,166 17,136,886,301 17,438,265,1  

初年度に

対する率 

100  101.5% 103.  

門真市 13,347,213,000  13,816,557,000  14,259,689,0   

 初年度に

対する率 

100  103.5% 106.  

四條畷市 4,935,510,326 5,116,904,063 5,299,442,9  

 初年度に

対する率 

100  103.7% 107.  

 



★寝屋川市、交野市、大東市～基金（余った介護保険料）を貯め込み   

 

 大阪府内市町村 第 9 期介護保険料基準月額（高い順）と基金取崩状況 
市町村  第 9期  第 8期 増減 率 基金取崩見込額 基金保有額 取崩率 

大阪市 9,249 8,094 1,155 14.30% 8,013,000,000 8,013,000,000 100.00% 

守口市 8,970 6,748 2,222 32.90% 0            － 

門真市 8,749 6,748 2,001 29.70% 0     － 

松原市 7,900 6,550 1,350 20.60% 0 225,000,000 0.00% 

堺市 7,417 6,790 627 9.20% 3,237,454,165 3,237,454,165 100.00% 

四條畷市 7,159 6,748 411 6.10% 0        － 

東大阪市 7,093 7,030 63 0.90% 2,100,000,000 2,100,000,000 100.00% 

八尾市 7,089 6,556 533 8.10% 450,000,000 450,000,000 100.00% 

豊中市 6,998 6,367 631 9.90% 1,663,000,000 2,023,000,000 82.20% 

泉佐野市 6,990 6,650 340 5.10% 437,000,000 437,981,578 99.80% 

富田林市 6,927 6,730 197 2.90% 616,044,000 716,044,000 86.00% 

泉大津市 6,751 5,876 875 14.90% 325,000,000 325,635,531 99.80% 

田尻町 6,750 6,750 0 0.00% 56,424,376 64,031,414 88.10% 

岸和田市 6,733 6,375 358 5.60% 1,300,000,000 2,286,608,245 56.90% 

寝屋川市 6,690 6,390 300 4.70% 800,000,000 1,963,208,891 40.70% 

柏原市 6,587 6,102 485 7.90% 400,000,000 572,099,345 69.90% 

和泉市 6,543 6,159 384 6.20% 548,294,000 548,294,000 100.00% 

羽曳野市 6,496 6,123 373 6.10% 707,574,357 1,157,574,357 61.10% 

摂津市 6,490 6,280 210 3.30% 465,271,209 465,271,209 100.00% 

茨木市 6,480 5,990 490 8.20% 1,080,000,000 1,080,000,000 100.00% 

貝塚市 6,477 6,169 308 5.00% 458,000,000 819,000,000 55.90% 

藤井寺市 6,400 6,000 400 6.70% 409,827,616 409,827,616 100.00% 

忠岡町 6,397 6,410 -13 -0.20% 73,078,065 73,078,065 100.00% 

太子町 6,380 6,480 -100 -1.50% 150,000,000 150,000,000 100.00% 

大東市 6,352 6,420 -68 -1.10% 1,300,000,000 1,450,294,212 89.60% 

島本町 6,350 5,900 450 7.60% 334,600,000 372,527,273 89.80% 

大阪狭山市 6,340 6,190 150 2.40% 645,241,128 645,241,128 100.00% 

熊取町 6,321 6,321 0 0.00% 304,500,000 475,819,609 64.00% 

池田市 6,300 5,960 340 5.70% 763,000,000 1,070,756,352 71.30% 

阪南市 6,300 6,200 100 1.60% 301,500,000 503,940,225 59.80% 

吹田市 6,280 5,980 300 5.00% 3,000,000,000 3,000,000,000 100.00% 

枚方市 6,276 5,902 374 6.30% 2,558,632,474 2,558,632,474 100.00% 

泉南市 6,250 6,250 0 0.00% 291,000,000 834,597,372 34.90% 

岬町 6,250 6,000 250 4.20% 189,600,000 189,626,062 100.00% 

高石市 6,137 6,137 0 0.00% 341,360,000 814,132,395 41.90% 

能勢町 6,136 5,938 198 3.30% 110,000,000 110,000,000 100.00% 

河南町 6,120 6,070 50 0.80% 77,228,502 77,228,502 100.00% 

高槻市 6,100 5,600 500 8.90% 2,560,810,000 2,560,810,000 100.00% 

河内長野市 5,980 5,840 140 2.40% 1,314,385,621 1,314,385,621 100.00% 

箕面市 5,970 5,400 570 10.60% 818,570,000 818,570,000 100.00% 

豊能町 5,550 5,550 0 0.00% 70,900,000 839,299,000 8.40% 

交野市 5,350 5,360 -10 -0.20% 637,000,000 1,021,839,000 62.30% 

千早赤阪村 4,666 4,390 276 6.30% 84,000,000 154,930,703 54.20% 

       合      計 38,992,295,513 45,929,738,344 84.90% 



枚方市は第 8 期の基金残高を 100%取り崩し第 9 期に繰り入れていますが、寝屋川市 40％、大東市

89.6％、交野市 62.3％と全額繰り入れをしていません。 

介護保険会計は 3 年間で収支均衡をすべて制度設計となっており、黒字になった場合は国・大阪府・各

市町村へはその黒字分を返却します。しかし、65 歳以上被保険者の「取りすぎた介護保険料」はひとりひと

りに返金できないため、次期に繰り越すべきものです。藤井寺社保協が第 4 期に「取りすぎ保険料を高齢者

に返さないのは泥棒だ!」という大運動を展開し第 4 期中に保険料を下げさせたという経験があります。 

★総合事業～北河内は最も「従来型サービス」が使えなくなった地域 

２０２３年３月時点の厚生労働省老健局老人保健課集計「令和４年度 介護予防・日常生活支援総合事業

（地域支援事業）の実施状況（令和４年度実施分）に関する調査結果」で大阪府内自治体の実施状況をみ

ると大半の自治体が「従前相当サービス」利用者が多数ですが、一部の自治体（大阪市、岸和田市、貝塚

市、寝屋川市、箕面市、柏原市、守口市、門真市、四條畷市）で「サービス A 基準緩和型」が利用者の多数

を占め、従前相当サービス利用が激減する結果となっています。また、「サービス B 住民主体型」が多数を

占める自治体や訪問型サービスの利用者数自体が極端に少なくなっている自治体もあります。 

通所型サービス（デイサービス）でも、一部自治体で「従来相当サービス」の利用者削減がすすんでいま

す。岸和田市（１５人、１．４％）、貝塚市（１０人、３．０％）、寝屋川市（９３人、１３．３％）、交野市（７３人、１３．

２％）、守口市（９人、２．４％）、門真市（２人、０．４％）、四條畷市（４人、３．７％）では、要支援１，２の人は従

来のデイサービスが利用できなくなっています。 

 通所型サービスの「A 基準緩和サービス」は、利用者１５人に対しスタッフ１人（資格を問わない）という配

置で、事業所の受け取る報酬は８割程度に減額されています。ここでも、デイサービス事業所の経営悪化が

すすみ、大東市や大阪狭山市などをはじめデイサービスの利用者数自体が減少しているところもあります。  

「従前相当サービス」が大きく減少した自治体は、総合事業移行後、要支援者のケアプランを担当する地

域包括支援センターとケアマネジャーに対する締め付けを強化し、「サービスを自由に選択させない」仕組

みを作ってきました。 

例えば、岸和田市・貝塚市では、総合事業移行と同時に、「サービス選択会議」を設置し、「真に現行相

当サービスの利用が必要と判断される者」を市が直接判断することにしました。。「従前相当サービス」を利

用できるのは、①認知症・知的障害などで日常生活に支障がある行動・障害がある ②退院直後で専門的

サービスが特に必要 ③ゴミ屋敷など専門的支援が必要 ④疾患が原因で動作時に息切れ等で生活に支

障がある などに限定し、利用者厳しく選別したのです。現在は、選択会議でなく、ケアマネジャーに「現行

相当サービス利用理由書」を提出させることになっていますが、厳しくチェックされるので大半のケアマネジ

ャーは従前相当サービスの利用を諦めてしまっています。 

守口市・門真市・四条畷市の旧「くすのき広域連合」では、２０２１年度から従前相当サービス利用対象を

「３要件」（がん末期、難病、認知症その他精神疾患）該当者とし、従前相当のホームヘルパー・デイサービ

スを利用しようとするケアマネジャーは、「従前相当サービス利用理由書」を市に提出することが必要となりま

した。各市とも厳しくチェックし利用を容易に認めないため、わずが１年で従前相当サービスは激減しました。 



 

合計

人数 率 人数 率 人数 率 人数 率
人
数

率
人
数

率

大阪市 6,093 37.40% 10,198 62.50% 0.00% 19 0.10% 0.00% 0.00% 16,310

堺市 5,401 99.50% 27 0.50% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 5,428

岸和田市 16 1.70% 912 98.30% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 928

豊中市 1,637 60.10% 357 13.10% 242 8.90% 486 17.90% 0.00% 0.00% 2,722

池田市 475 100.00% 0.00% 0.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 475

吹田市 1,560 99.50% 0.00% 0.00% 8 0.50% 0.00% 0.00% 1,568

泉大津市 362 73.70% 129 26.30% 0.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 491

高槻市 1,788 98.70% 24 1.30% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 1,812

貝塚市 12 3.80% 308 96.30% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 320

枚方市 1,164 88.50% 151 11.50% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 1,315

茨木市 595 66.10% 297 33.00% 8 0.90% 0 0.00% 0.00% 0.00% 900

八尾市 643 96.80% 16 2.40% 5 0.80% 0.00% 0.00% 0.00% 664

泉佐野市 405 98.30% 7 1.70% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 412

富田林市 670 96.30% 1 0.10% 0.00% 25 3.60% 0.00% 0.00% 696

寝屋川市 117 12.90% 724 79.80% 66 7.30% 0.00% 0.00% 0.00% 907

河内長野市 555 97.40% 0 0.00% 4 0.70% 11 1.90% 0.00% 0.00% 570

松原市 437 92.20% 36 7.60% 1 0.20% 0.00% 0.00% 0.00% 474

大東市 11 3.70% 151 51.20% 113 38.30% 7 2.40% 13 4.40% 0.00% 295

和泉市 790 93.80% 0.00% 0.00% 3 0.40% 49 5.80% 0.00% 842

箕面市 89 19.30% 372 80.70% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 461

柏原市 26 13.90% 156 83.40% 1 0.50% 4 2.10% 0.00% 0.00% 187

羽曳野市 465 97.30% 8 1.70% 0 0.00% 5 1.00% 0.00% 0.00% 478

摂津市 303 91.30% 14 4.20% 0.00% 0.00% 15 4.50% 0.00% 332

高石市 451 100.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 451

藤井寺市 277 94.20% 0.00% 0.00% 17 5.80% 0.00% 0.00% 294

東大阪市 1,807 76.50% 543 23.00% 11 0.50% 0 0.00% 0.00% 0.00% 2,361

泉南市 315 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 315

交野市 149 31.70% 282 60.00% 0.00% 39 8.30% 0.00% 0.00% 470

大阪狭山市 0.00% 5 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 5

阪南市 322 56.40% 0.00% 249 43.60% 0.00% 0.00% 0.00% 571

島本町 0 0

豊能町 0.00% 0.00% 16 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 16

能勢町 44 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 44

忠岡町 55 83.30% 11 16.70% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 66

熊取町 120 88.20% 11 8.10% 0.00% 5 3.70% 0.00% 0.00% 136

田尻町 51 100.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 51

岬町 143 100.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 143

太子町 15 38.50% 0.00% 0 0.00% 3 7.70% 21 53.80% 0.00% 39

河南町 33 76.70% 0.00% 0.00% 0 0.00% 10 23.30% 0.00% 43

千早赤阪村 14 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 14

守口市 15 4.70% 302 95.30% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 317

門真市 9 2.70% 326 97.30% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 335

四條畷市 3 3.30% 89 96.70% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 92

大阪府計 27,437 61.90% 15,457 34.90% 716 1.60% 632 1.40% 108 0.20% 0 0.00% 44,350

訪 問型 サー
ビ ス（ その
他）

訪問型サービス　大阪府内市町村のサービスの利用者数・比率　(2023年3月時点)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和4年度 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業）の実施状況（令和4年度実施分）に関する調査結果の数値で計算

※「率」は各サービス利用者実人員の合計数に対する比率である

従前相当サービス
サービスA（基準緩和
型）

サービスB（住
民主体型）

サ ー ビ ス C
（ 短 期 集 中
型）

サ ー ビ ス D
（ 移 動 支
援）



 

合計

利 用 者
実人数

合計に対
する比率

利用者
実人数

合計に対
する比率

利 用 者
実人数

合計に対
する比率

利用者
実人数

合計に対
する比率

利 用
者 実
人数

合計に対
する比率

大阪市 13,289 99.90% 0.00% 16 0.10% 0.00% 13,305

堺市 6,292 98.80% 63 1.00% 0.00% 12 0.20% 0.00% 6,367

岸和田市 15 1.40% 1,049 97.30% 0.00% 14 1.30% 0.00% 1,078

豊中市 1,715 39.90% 66 1.50% 2,034 47.30% 486 11.30% 0.00% 4,301

池田市 672 99.70% 0.00% 0.00% 2 0.30% 0.00% 674

吹田市 1,624 99.70% 5 0.30% 0.00% 0.00% 0.00% 1,629

泉大津市 362 97.60% 0.00% 0.00% 9 2.40% 0.00% 371

高槻市 2,398 99.90% 3 0.10% 0.00% 0.00% 0.00% 2,401

貝塚市 10 3.00% 323 97.00% 0.00% 0.00% 0.00% 333

枚方市 1,424 99.70% 4 0.30% 0.00% 0.00% 0.00% 1,428

茨木市 1,087 52.20% 0.00% 973 46.70% 24 1.20% 0.00% 2,084

八尾市 1,559 89.70% 0.00% 166 9.60% 13 0.70% 0.00% 1,738

泉佐野市 342 92.70% 16 4.30% 0.00% 11 3.00% 0.00% 369

富田林市 659 85.40% 105 13.60% 0.00% 8 1.00% 0.00% 772

寝屋川市 93 13.30% 481 69.00% 0.00% 123 17.60% 0.00% 697

河内長野市 709 87.00% 52 6.40% 0.00% 54 6.60% 0.00% 815

松原市 718 89.20% 87 10.80% 0.00% 0.00% 0.00% 805

大東市 32 49.20% 9 13.80% 17 26.20% 7 10.80% 0.00% 65

和泉市 926 95.30% 0.00% 0.00% 46 4.70% 0.00% 972

箕面市 204 32.50% 423 67.50% 0.00% 0 0.00% 0.00% 627

柏原市 189 84.40% 31 13.80% 0.00% 4 1.80% 0.00% 224

羽曳野市 547 95.60% 11 1.90% 0.00% 14 2.40% 0.00% 572

摂津市 365 92.60% 0.00% 0.00% 29 7.40% 0.00% 394

高石市 409 100.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 409

藤井寺市 500 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 500

東大阪市 2,570 89.60% 73 2.50% 225 7.80% 0 0.00% 0.00% 2,868

泉南市 305 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 305

交野市 73 13.20% 478 86.80% 0.00% 0.00% 0.00% 551

大阪狭山市 0.00% 72 76.60% 0.00% 22 23.40% 0.00% 94

阪南市 258 75.00% 0.00% 86 25.00% 0.00% 0.00% 344

島本町

豊能町

能勢町 47 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 47

忠岡町 51 71.80% 20 28.20% 0.00% 0.00% 0.00% 71

熊取町 95 54.00% 53 30.10% 0.00% 28 15.90% 0.00% 176

田尻町 25 100.00% 0 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 25

岬町 29 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 29

太子町 43 78.20% 0.00% 0.00% 12 21.80% 0.00% 55

河南町 101 66.00% 3 2.00% 45 29.40% 4 2.60% 0.00% 153

千早赤阪村 33 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 33

守口市 9 2.40% 350 94.30% 0.00% 12 3.20% 0.00% 371

門真市 2 0.40% 417 92.90% 5 1.10% 25 5.60% 0.00% 449

四條畷市 4 3.70% 98 89.90% 0.00% 7 6.40% 0.00% 109

大阪府計 39,785 81.80% 4,292 8.80% 3,551 7.30% 982 2.00% 0 0.00% 48,610

令和4年度 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業）の実施状況（令和4年度実施分）に関する調査結果の数値で計算　※「率」は各サービ

ス利用者実人員の合計数に対する比率である

従前相当サービス
サービスA（基準
緩和型）

サービス B（ 住民
主体型）

サービスC（短期
集中型）

通所 型サ ービ
ス（その他）

通所型サービス　大阪府内市町村のサービスの利用者数・比率(2023年3月時点)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



★2024 年自治体キャラバンを皮切りに地域社保協の運動で「最悪」脱却を 

日下部さんは最後に「問題がはっきりしているので闘いやすい」「地域社保協を再構築し、自治体キャラバ

ン行動を皮切りに、介護保険最悪地域らの脱却を」との呼びかけがありました。 

守口市ではコロナ禍以降 4 年間キャラバンが出来ず、今年も「先日送付いただきました 2024 年度自治体

キャラバン行動について昨年度同様、別添を以てお申し入れおよび懇談の回答とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします」と mail があり、事実上は懇談拒否の状態です。 

また、門真市からは「懇談会への本市の出席者につきましては、業務多忙を踏まえ、今年度からは４人程

度の課長で対応させていただきたいと考えておりますので、出席をご希望される分野をご教示いただきます 

よう、よろしくお願いいたします」とのメールです。 

この事前学習会では、門真市・守口市の各社保協メンバーで議論していただき、今後直接役所に懇談申

し入れを行っていただくことなどをお願いしました。自治体との関係は地道に毎年毎年積み重ねていくことが

非常に重要ですので、今年きちんとしたキャラバンが実施できるかどうかです。 

 

【当面の機関会議・取り組み予定】 
 

□9 月 4 日(水)中央社保協介護部会・運営委員会(オンライン) 

□9 月 5 日(木)2024 年度第 6 回事務局会議(14：00-オンライン) 

□9 月 9 日(月)10 時～ 大阪府保険医協会事前学習会 

□9 月 9 日(月)河南ブロック会議(14：00- 松原民商) 

□9 月 11 日(水)大阪の子ども医療費助成制度拡充求める実行委員会(10：00-ハイブリッド) 

□9 月 13 日(金)19 時～ 北摂豊能ブロック学習会(社会福祉法人さつき福祉会集いの場ふりーばーど＋オ

ンライン) 

□9 月 14 日(土)藤井寺社保協総会(13： 30-藤井寺市民会館) 

□9 月 17 日(火)社保協近畿ブロック事務局会議(15：00- 国労会館＋オンライン) 

□9 月 18 日(水)社保協大阪市内ブロック会議(18：00－大阪民医連＋オンライン) 

□9 月 19 日(木)2024 年度第 4 回常任幹事会(18：00- オンライン) 

□9 月 26 日(木)大阪社保協介護保険対策委員会(19：00- オンライン) 

□10 月 2 日(水)中央社保協介護部会・運営委員会(オンライン) 

□10 月 3 日(木)2024 年度第 7 回事務局会議(14：00-オンライン) 

□10 月 17 日(木)2024 年度第 5 回常任幹事会(18：00-オンライン) 

□11 月 6 日(水)中央社保協介護部会・運営委員会(オンライン) 

□11 月 7 日(木)2024 年度第 8 回事務局会議(14：00-オンライン) 

□11 月 16 日(土)2024 年度第 3 回幹事会(14：00-ハイブリッド) 

□11 月 18.19.20 日 全国地方議員社会保障研修会(大阪府保険医協会 M＆D ホール) 

□12 月 4 日(水)中央社保協介護部会・運営委員会(オンライン) 

□12 月 5 日(木)2024 年度第 9 回事務局会議(14：00-オンライン) 

 

 


